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1. 2019年3月期第1四半期の連結業績（2018年4月1日～2018年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2019年3月期第1四半期 5,891 ― △1 ― 14 ― 8 ―

2018年3月期第1四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―

（注）包括利益 2019年3月期第1四半期　　16百万円 （―％） 2018年3月期第1四半期　　―百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2019年3月期第1四半期 1.55 ―

2018年3月期第1四半期 ― ―

（注）当社は2018年３月期第１四半期は財務諸表を作成しており、2018年３月期第３四半期連結会計期間より連結財務諸表を作成しております。このため、2019
年３月期第１四半期の前年同四半期数値及び増減率は記載しておりません。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2019年3月期第1四半期 14,170 3,855 26.7

2018年3月期 14,205 3,850 26.5

（参考）自己資本 2019年3月期第1四半期 3,776百万円 2018年3月期 3,767百万円

（注）「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用したため、2018年３月期につきましては遡及適用後の数値を
記載しております。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2018年3月期 ― 0.00 ― 2.00 2.00

2019年3月期 ―

2019年3月期（予想） 0.00 ― 4.00 4.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2019年 3月期の連結業績予想（2018年 4月 1日～2019年 3月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 11,730 ― 0 ― 13 ― 9 ― 1.55

通期 25,000 7.5 320 209.0 350 163.9 240 62.4 41.41

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2019年3月期1Q 6,000,000 株 2018年3月期 6,000,000 株

② 期末自己株式数 2019年3月期1Q 204,335 株 2018年3月期 204,283 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2019年3月期1Q 5,795,702 株 2018年3月期1Q 5,795,717 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件お
よび業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報　（３）連結業績予想などの将来予測情
報に関する説明」をご覧ください。

　

　（日付の表示方法の変更）

　「2019年３月期第１四半期決算短信」より日付の表示方法を和暦表示から西暦表示に変更しております。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益の改善に伴う設備投資の増加や雇用・所得環境の

改善を背景とした堅調な個人消費、海外経済の成長を背景とした輸出の増加等の要因により、緩やかな回復基調

が続きました。一方で、原油高などを受けた原材料価格の高騰や米国を中心とした貿易摩擦の激化が懸念され、

先行きへの不透明感も高まっています。

当社が属する医療用品・介護用品の業界におきましては、社会保障費の増大に対する改革の必要性を背景にコ

スト削減圧力が高まっており、価格競争が激化しております。また、医療の機能分化や地域包括ケアの推進など

医療・介護のあり方も変革の最中にあり、事業環境変化への対応が求められています。育児用品の業界におきま

しては、2017年の国内出生数が過去最低を更新するなどマーケット縮小に直面しており、厳しい事業環境が継続

しております。

このような状況下で、当社グループは原価低減やコスト管理強化により筋肉質な収益体質の構築に取り組むと

ともに、単なる値下げ競争による売上拡大とは一線を画した付加価値・独自性に軸を置いた事業活動への転換を

図っております。この結果、当第１四半期連結累計期間の経営成績は、売上高は5,891,822千円、営業損失は

1,776千円、経常利益は14,678千円、親会社株主に帰属する四半期純利益は8,993千円となりました。

セグメント別の経営成績は次のとおりであります。なお、当第１四半期連結会計期間より報告セグメントの区

分を変更しており、当第１四半期連結累計期間の分析は変更後の区分に基づいております。

（医療用品等製造事業）

感染予防関連製品、口腔ケア製品、手術関連製品その他高付加価値品を中心に販売拡充に努めました。しか

しながら、値下げ競争による売上拡大からの脱却を図った影響等により売上高は1,911,385千円に留まりまし

た。売上高減少に対処すべくコスト抑制を継続しているものの、売上高減少による生産稼働率の低下を補うま

でには至らなかったこと、新規連結に伴う未実現利益の消去仕訳の影響や販管費増大等により経常損失は

74,553千円となりました

（医療・育児用品等卸売事業）

医療用品・介護用品・ベビー用品等を、医療機関・大手量販店・ドラッグストアや通信販売事業者など幅広

い顧客に対し積極的に販売いたしました。重点顧客への販売が好調に推移した結果、売上高は3,980,437千円、

経常利益は177,937千円となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第1四半期連結会計期間末の総資産は14,170,770千円、自己資本は3,776,877千円で、自己資本比率は26.7%

（前連結会計年度末は26.5%）となりました。

（資産）

当第１四半期連結会計期間末の総資産は14,170,770千円となり、前連結会計年度末に対して34,404千円減少

いたしました。

流動資産は10,917,369千円で、前連結会計年度末に対して38,835千円減少いたしました。「現金及び預金」

が154,996千円増加、「受取手形及び売掛金」に「電子記録債権」を加えた売上債権が105,945千円減少、「商

品及び製品」に「仕掛品」「原材料及び貯蔵品」を加えた棚卸資産が48,341千円減少したことが主な要因で

す。

固定資産は3,253,400千円で、前連結会計年度末に対して4,431千円増加いたしました。有形固定資産や無形

固定資産が償却等により45,796千円減少、投資その他の資産の「その他」のうち投資有価証券が44,265千円増

加したことが主な要因です。
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（負債）

当第１四半期連結会計期間末の負債は10,315,294千円となり、前連結会計年度末に対して39,125千円減少い

たしました。

流動負債は7,991,790千円で、前連結会計年度末に対して609,718千円減少いたしました。「支払手形及び買

掛金」が563,020千円減少、「賞与引当金」が71,461千円減少したことが主な要因です。

固定負債は2,323,504千円で、前連結会計年度末に対して570,593千円増加いたしました。「長期借入金」が

556,340千円増加したことが主な要因です。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末の純資産は3,855,475千円となり、前連結会計年度末に対して4,720千円増加い

たしました。その他の包括利益累計額のうち「その他有価証券評価差額金」が30,236千円増加、「為替換算調

整勘定」が22,775千円減少したことが主な要因です。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、当第１四半期連結累計期間の業績は概ね計画通りに推移しており、2018年５月

10日公表の業績予想に変更はありません。今後、第２四半期連結累計期間及び通期の業績見込については見直し

が必要と判断した場合には速やかに開示いたします。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2018年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 513,291 668,287

受取手形及び売掛金 4,197,085 3,978,736

電子記録債権 3,451,404 3,563,808

商品及び製品 1,612,474 1,585,893

仕掛品 336,211 312,099

原材料及び貯蔵品 113,798 116,150

その他 734,381 694,842

貸倒引当金 △2,442 △2,447

流動資産合計 10,956,205 10,917,369

固定資産

有形固定資産 1,518,889 1,492,621

無形固定資産

のれん 270,170 260,292

その他 273,392 263,743

無形固定資産合計 543,563 524,035

投資その他の資産

その他 1,213,564 1,263,969

貸倒引当金 △27,048 △27,226

投資その他の資産合計 1,186,515 1,236,743

固定資産合計 3,248,969 3,253,400

資産合計 14,205,174 14,170,770
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2018年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,571,118 3,008,097

短期借入金 500,000 500,000

関係会社短期借入金 1,200,000 1,200,000

1年内返済予定の長期借入金 2,432,990 2,477,800

未払法人税等 52,896 18,038

賞与引当金 119,354 47,892

売上割戻引当金 194,224 148,787

その他 530,925 591,175

流動負債合計 8,601,509 7,991,790

固定負債

長期借入金 1,058,489 1,614,830

退職給付に係る負債 534,057 540,304

資産除去債務 35,684 36,267

その他 124,678 132,102

固定負債合計 1,752,910 2,323,504

負債合計 10,354,419 10,315,294

純資産の部

株主資本

資本金 883,000 883,000

資本剰余金 1,192,597 1,192,597

利益剰余金 1,298,307 1,295,709

自己株式 △74,261 △74,287

株主資本合計 3,299,642 3,297,018

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 397,308 427,545

為替換算調整勘定 29,573 6,797

退職給付に係る調整累計額 40,884 45,515

その他の包括利益累計額合計 467,766 479,858

非支配株主持分 83,345 78,597

純資産合計 3,850,754 3,855,475

負債純資産合計 14,205,174 14,170,770
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
当第１四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年６月30日)

売上高 5,891,822

売上原価 4,977,076

売上総利益 914,746

販売費及び一般管理費 916,522

営業損失（△） △1,776

営業外収益

受取利息 147

受取配当金 8,632

仕入割引 16,425

その他 1,901

営業外収益合計 27,106

営業外費用

支払利息 6,124

売上割引 2,806

その他 1,721

営業外費用合計 10,652

経常利益 14,678

特別損失

投資有価証券評価損 21

特別損失合計 21

税金等調整前四半期純利益 14,656

法人税、住民税及び事業税 13,036

法人税等調整額 △4,480

法人税等合計 8,555

四半期純利益 6,101

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △2,892

親会社株主に帰属する四半期純利益 8,993
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
当第１四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年６月30日)

四半期純利益 6,101

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 30,236

為替換算調整勘定 △24,651

退職給付に係る調整額 4,631

その他の包括利益合計 10,216

四半期包括利益 16,317

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 21,085

非支配株主に係る四半期包括利益 △4,767
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

　

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

　

（追加情報）

　(「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債

の区分に表示しております。

（セグメント情報等）

当第１四半期連結累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

報告セグメント

調整額(注)1
四半期連結
損益計算書
計上額(注)2

医療用品等
製造事業

医療・育児用品等
卸売事業

計

売上高

外部顧客への売上高 1,911,385 3,980,437 5,891,822 ― 5,891,822

セグメント間の内部売上
又は振替高

― ― ― ― ―

計 1,911,385 3,980,437 5,891,822 ― 5,891,822

セグメント利益又は損失(△) △74,553 177,937 103,384 △88,706 14,678

　(注)１．セグメント利益又は損失(△)の調整額△88,706千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり

ます。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失(△)の金額の合計額は、四半期連結損益計算書の経常利益の額であります。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

当第１四半期連結会計期間より、組織変更による事業管理区分の変更に伴い、報告セグメントを従来の「メディ

カル」「コンシューマ」から、「医療用品等製造事業」「医療・育児用品等卸売事業」に変更しております。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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